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（評価結果） 

Ｂ（研究領域の設定目的に照らして研究が遅れており、計画の見直しが必要である） 

 

 

（評価結果の所見） 

本研究領域は「農耕化は人類に何をもたらしたのか」との課題に対して、「土器総合分析学」を構

築し技術の社会実装を図ることで応える、との点が高く評価されたものである。各計画研究は一定の

研究成果をあげており、機器利用の促進や若手育成にも取り組んでいる。膨大な土器資料への非破壊

分析が実用化すれば、人類史にかかわる新たな学術領域の創出が期待できる。 

一方で中間評価報告書では採択後に「基礎資料の検出と資料化のための技術開発に集中する」と研

究目的を変更したことが示された。本研究領域の審査時から「農耕化は人類に何をもたらしたのか」

に関する研究には、審査所見や留意事項において、具体的な研究プロセスの提示と実績を求めていた

ところであり、改めて適切な対応が求められる。 

研究成果の国際発信は当初目標に達しておらず、計画の見直しと改善が必要である。また、文化財

行政機関等への研究手法の技術移転に関する社会実装については研究計画と大きく乖離しており、再

度課題を整理した上で引き続き取り組むことが求められる。 

 現状では「土器総合分析学」の具体的な展開や発展の道筋が十分示されておらず、「農耕化は人類

に何をもたらしたのか」という課題にも革新的な成果の見通しがない。学術変革領域研究としての意

義を踏まえ、狭い考古学と関連分野に留まらない課題への追及とともに、個別研究の寄せ集めではな

い「土器総合分析学」の構築のための道程を明確化する必要がある。 

 


